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牛骨由来、等電点 5.0のゼラチン (1g， 1.0 x 10・5モル、平均重量分子
量:100，000、新田ゼラチン株式会社より供与)を脱水ジメチルスルホキシ
ド (DMSO) 30 ml中に溶解させた。一方、異なる量 (3.0，7.5，および 15x 
10-5モル)の乳酸オリゴマー(重量平均分子量 :1，000， 5，000，および 20，000)













物質ピレンを用いた蛍光強度測定にて算出した 140異なる濃度 (0.001から l
mg/ml)の乳酸オリゴマーグラフトゼラチンの 10mMリン酸緩衝生理食塩水
溶液 (PBS，pH 7.4)へ 6mMピレンのアセトン溶液を混合した。混合液の励
















マウス由来骨芽様細胞である MC3T3・E1細胞を 2x 104 cells/cm2の密
度で 24 ウエルプレートへ播種、 10vol%仔ウシ胎児血清を含むα-Minimum
Essential Medium (αMEM-FCS) にて、 5%COγ95%Air， 370Cで培養した。 72









ルタノレアルデヒド(GA、0.50，0.25， 0.13，および 0.063vol%) を加え、 10mm 
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乳酸オリゴマーグラフトゼラチンの作製とキャラクタリゼーション
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図 6. 乳酸オリゴマーグラフトゼラチンによる難水溶性薬物スタチンの水可
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